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ツェル教授の“Inside the Texts, Beyond the Texts：
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（都市手当）９３８ ４,０４８ ９,３８４ １４,３７０ 監事（１人）
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２,６８３１４０0６,８３２９,５１５４６.５２,５８６教育職種（大 学 教 員）
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該当者なし任期付職員
事務・技術




１,４８８１０７４,６３８６,１２６３７.４８０教育職種（大 学 教 員）









該当者なし教育職種（大 学 教 員）
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京大広報 2006. 7　No. 614
第３回京都大学こころの未来フォーラム
「豊かなこころをとりもどす─注意のしくみとその障害の克服へのとりくみ─」
　「こころの未来フォーラム」では，現代社会に潜む心の問題を解く鍵概念を取り上げ，専門家による講演，討
論，質疑を通して，未来に向かうこころのあり方を考えます。
１．日　　　時：９月３日（日）　１０：００～１６：３０
２．場　　　所：時計台記念館２階　国際交流ホール
３．プログラム：「「注意」とはどのようなものか」 京都大学大学院人間・環境学研究科　斎木　　潤
 「注意をコントロールする神経メカニズム」 京都大学大学院医学研究科　小川　　正
 「注意欠陥・多動性障害とは？」 東京都立梅ヶ丘病院　市川　宏伸
 「学校での取り組み」 京都市教育委員会　小松　晃子
 「家庭・社会でのとりくみ」 全国ＬＤ親の会　内藤　孝子
 「心理療法でのとりくみ」 京都大学大学院教育学研究科　伊藤　良子
４．定　　　員：２００名
５．参　加　費：無料（参加申し込み：不要）
６．主　　　催：京都大学こころの未来フォーラム実行委員会
 船橋新太郎（京都大学大学院人間・環境学研究科　共生人間学）
 吉川左紀子（京都大学大学院教育学研究科　教育認知心理学）
 カール・ベッカ （ー京都大学大学院人間・環境学研究科　共生人間学）
 河合俊雄（京都大学大学院教育学研究科　臨床教育学）
７．連　絡　先：京都大学こころの未来フォーラム実行委員会
 　中村祐子（京都大学大学院人間・環境学研究科）
 　TEL：０７５－７５３－７８６６　FAX：０７５－７５３－７８６６
 　E-mail：snakamura@z04.mbox.media.kyoto-u.ac.jp
お知らせ
　本部棟に記者クラブがあるのをご存じでしょうか。マスコミに向けて本学が正式に情報提供する記者会見や
説明の場所であるとともに，研究成果の発表等には有効な手段と云えますので，積極的な情報発信に記者クラ
ブを活用願います。記者発表は，記事になることを前提に記者の質問に応えるかたちで進められますので，配
布資料の準備と明快な発表をお願いします。
　発表のタイミング，角度，資料など情報発信の条件づくりのためのお世話をする広報担当がいますので，広
報センターにご相談ください。
